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様式第１７号（第１２条関係） 

 

事業報告書 

(令和5年4月1日～令和6年3月31日) 

 

団体又は法人の名称  特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本 

１ 事業の成果 

（１）全体評価 

今年度は、新型コロナウイルス感染症が５類に移行したが、感染防止対策は引き続き

実施しながら事業活動を行った。 

幼稚園農園運営協力活動や、竹林クラブなどの屋外活動は、その時々の状況により、

三豊市からの感染拡大防止対策期における対策等を遵守しつつ、ほぼ制限なく活動を実

施できた。また、山本町を考える交流会にて、昨年よりスタートした「山本まち町マル

シェ」を 3回開催するなど、今後につながる地域活動を実施できた。 

屋内事業としては、三豊市認知症カフェ事業の受託事業「おれんじドア『結』」を年間

通して開催し、156 名の参加があった。 

来年度も、感染予防対策を適切に実施しながら、住民のために「何が出来るのか、何

をすればよいのか」を常に問いかけながら、持続可能な活動を目指していきたい。 

 

（２）重点事業の成果 

①自主防災会支援事業 

今年度は 6月に水防訓練、12 月に消火訓練を予定通り実施できた。9月に実施した

「防災講演会」では、三豊市防災士会の黒川太一氏に講師をお願いし、「備えあれば憂

いなし、憂いなければ備えなし」のテーマで、47名の参加者だった。また、3 月には、

自主防災会支援事業として、財田大野地区防災訓練の活動を支援した。 

②魅力あふれる地域づくり事業 

屋外活動がメインの事業を中心に実施した。まち町ファームでは、耕作放棄地利用

活動として推進隊山本会員による農園活動 3年目を実施した。また、地域イベント応

援として、ポン菓子機械を修理し、第 5 回山本まち町マルシェにて製造販売を行った。 

③魅力発信事業 

山本町を考える交流会は、「栗ひろいしませんか？」、「みかんちぎり体験」、「山本

まち町マルシェ」3 回をそれぞれ開催し、計 600 名以上の参加があった。竹林クラブ

は、人を呼び込むための活動として整備を続け、タケノコ掘りイベントを 5 回開催し

37 名の参加があった。また、やまもとＩＣＴサークルでは、夏休みに開催した「プロ

グラミング教室 2023」に 10 名の参加があった。 

 

（３）移譲業務他 

電話での問い合わせや住民からの要望にも適切に対応することができた。また、自治

会、地区衛生の事務局としても臨機応変に対応し、全般的には、つつがなく移譲業務を

執行できた。 
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２ 個別事業報告書 
（1） 

事 業 名 魅力あふれる地域づくり事業（天神山ふれあいの森遊歩道整備） 

事 業 目 的 

 平成26年度より財田西地区老人会が主に企画して、共催事業と

して高齢者の地域貢献と健康維持、地域交流につながる整備活動

を実施している「天神山ふれあいの森」の遊歩道・展望台・キャ

ンプ場及び梅園を、地域資源の有効活用の面からも支援する。 

事 業 内 容 
 遊歩道の落葉かき、草刈り、清掃作業、雑木の伐採等を行った。

参加者に対する費用弁償は年間１回。 

実 施 日 時  7/15 (土) 2/17（土） 

実 施 場 所  天神山遊歩道・梅園 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 35人 

本 事 業 の 評 価 
地域の老人会との共催事業とし

て、地域交流活動ができた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       18,601円 支出額      18,601円 

 内訳 受取交付金 18,601円  内訳 消耗品費 13,419円 

      食糧費   2,332円 

      保険料   2,850円 

    

 
 
（2） 

事 業 名 
魅力あふれる地域づくり事業 

（耕作放棄地利用活動「まち町ファーム」） 

事 業 目 的 

 一昨年度より、参加者全員で作物を栽培していく形の農園とし

て立ち上げた河内地区内の農地にて、栽培を行い、できた作物は

参加者に配分したり、推進隊の事業活動に利用するなど、眠って

いる農地を有効利用する。 

事 業 内 容 

年２回収穫祭を行い、事業のアピールと共に参加者増につなげ

る。参加者は推進隊山本会員とし、年間参加費は5,000円×10名。

収穫祭参加費は一人500円とし、じゃがいも／さつまいも収穫祭を

実施した。 

作付け予定作物は、じゃがいも、さつまいも、玉ねぎ、落花生等

である。 

実 施 日 時 
4/23 5/14 5/28 6/3・11・12 7/23・30 9/10・23・24・30 

10/22 11/12・25 12/17 1/28 3/3 

実 施 場 所  細川農園 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 172人 

本 事 業 の 評 価 

農園も収穫祭も充分であり、参加

者が充分満足できる活動が出来

た。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       76,470円 支出額       76,470円 

 内訳 受取交付金  7,870円  内訳 消耗品費  49,712円 

    受取負担金 68,600円     保険料    2,000円 

      食糧費    3,498円 

      地代家賃  20,000円 

      通信運搬費  1,260円 
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（3） 

事 業 名 魅力あふれる地域づくり事業（地域イベント応援活動）  

事 業 目 的 

 山本町4地区で行われている行事は、どれも地域活性化の重要な

役割を担っており、様々な主体が1年を通じて色々な行事を実施し

ている。それらの行事に花を添え、話題作りをし、盛り上げるた

めの活動を実施することで、一層地域を活性化の取組みを支援す

る。 

事 業 内 容 

今は珍しくなったが、イベント等では子どもたちに評判が良い

ポン菓子をマルシェイベントで販売した。 

ポン菓子機を修理した。 

実 施 日 時  1/28 

実 施 場 所 まち町ファーム 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 7人 

本 事 業 の 評 価 
修理した機械でポン菓子の販売が

でき、地域活性化につながった。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       1,464円 支出額       1,464円 

 内訳 受取交付金 1,464円  内訳 消耗品費  1,464円 

    

 
（4） 

事 業 名 魅力あふれる地域づくり事業（山本どんど焼きの開催） 

事 業 目 的 

１年の無病息災を祈り、正月で浮かれた人々を現実の世界に戻

す役割の地域行事として、名称は「山本どんど焼き」とし、内容

の改善を図りながら、山本町の新たな地域行事として定着を目指

す。 

事 業 内 容 
住民からの要望を受け復活させたどんど焼きは、各地区の要望

を聞きながら、実施内容を判断することとしたが、中止とした。 

実 施 日 時   

実 施 場 所   

受 益 者   従事人数 人 

本 事 業 の 評 価 
各地区・神社でどんど焼きが行わ

れており、事業中止とした。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 
収入額         0円 支出額         0円 
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(5) 

事 業 名 魅力あふれる地域づくり事業（セミナー開催事業） 

事 業 目 的 

 市民活動を様々な側面からサポートすることによって、推進隊

山本が目指す「持続可能な健康長寿社会やまもと」の実現に近づ

ける。 

事 業 内 容 

住民からの要望を受け、昨年は相続対策セミナーを開催した。

他にもあるであろう町内の様々な問題の解消を目指し、住民の要

望に沿ったセミナーを開催する。 

議題に沿った講師にお願いし、年間２回の開催を目指すこととし

たが、今年度は中止とした。 

実 施 日 時   

実 施 場 所   

受 益 者   従事人数 人 

本 事 業 の 評 価 
住民からの要望を集めることがで

きず、企画を断念した。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 
収入額         0円 支出額         0円 

    

 
(6) 

事 業 名 健全育成事業（竹ラボ） 

事 業 目 的 

 竹楽器作成を通じて、伝統工芸や遊び文化を伝承するだけでな

く、竹林を取り巻く現状を知ってもらい、竹林の有効利用にも興

味を持ってもらい、子どもたちに地域資源の「竹」に興味を持っ

てもらうことを目的とする。 

事 業 内 容 

平成 29 年度から「竹」をテーマにした事業を立ち上げ、山本小

学校の児童を対象に、竹を素材にした「竹細工教室」を開催して

きた。 

活動場所は、NPO法人日和、まち町マルシェなどを利用する。 

マルシェにて、ブース出店を行った。 

実 施 日 時  5/21 7/19 

実 施 場 所  NPO法人日和 山本生涯学習ｾﾝﾀｰｸﾗﾌﾄ工房 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 41人 

本 事 業 の 評 価 
まち町マルシェにブース出店した

が、竹林クラブに統合する。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       2,544円 支出額       2,544円 

 内訳 受取交付金 1,044円  内訳 消耗品費  1,544円 

    受取負担金 1,500円     保険料   1,000円 
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(7) 

事 業 名 健全育成事業（山本幼稚園の農園運営協力活動） 

事 業 目 的 
 山本幼稚園の自然愛護活動・食育活動等に寄与することを目的

として、農園運営に対する協力を行う。 

事 業 内 容 

令和２年度より開設された山本幼稚園の敷地内の農園は、園児

たちが園生活の中で花や作物を育て、収穫し、消費するまでを体

験できる貴重な場である。 

幼稚園と連絡を取り合い、要望に沿って農園運営に協力する。

苗・種・肥料等は幼稚園が購入する。 

実 施 日 時  4/12・13 8/30 3/18 

実 施 場 所  山本幼稚園農園 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 17人 

本 事 業 の 評 価 

園児が作物を育て、収穫し、消費

するまでを体験できる貴重な場と

して協力できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 
収入額         0円 支出額         0円 

    

 
(8) 

事 業 名 里山整備事業（ぼだい山登山道整備） 

事 業 目 的 

 景観の向上及び安全性の確保を目的として、登山道周辺の維持

管理を補助する。山本町の自然保護として、里山（ぼだい山）を

保護有効活用する目的で実施する。 

事 業 内 容 

 里山整備事業として登山道の整備を、辻地区社会福祉協議会、

辻地区有志、まちづくり推進隊会員と共に進めてきた。年数回の

整備と、冬の整備登山の消耗品費等を補助する。 

実 施 日 時  2/18 

実 施 場 所  山本町辻地区ぼだい山登山道周辺 

受 益 者  山本町民・登山愛好家 従事人数 8人 

本 事 業 の 評 価 
合同整備登山に参加し、地域団体

との協力関係を推進できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       14,638円 支出額      14,638円 

 内訳 受取交付金 14,638円  内訳 消耗品費 13,558円  

      食糧費   1,080円 
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(9) 

事 業 名 里山整備事業（立石山登山道の整備）  

事 業 目 的 
 山本町の自然保護と里山（立石山）の保護および有効活用とと

もに、町外からの登山者による地域活性化を図る。 

事 業 内 容 

 平成25年度からの継続事業であり、里山整備事業として登山道

の整備を、神田分館、地区社会福祉協議会、地区有志、まちづく

り推進隊会員と共に進める。登山道の急峻で危険な箇所やすべり

やすい箇所にステップや手摺ロープを設置してきた。今年度も、

従来より実施している草刈りや落葉掻きと共に、危険箇所注意の

看板や手摺ロープを更新するなど、維持管理を行う。 

実 施 日 時  11/19 

実 施 場 所  山本町神田地区立石山登山道 

受 益 者  山本町民・登山愛好家 従事人数 27人 

本 事 業 の 評 価 
登山道整備に参加・協力し、地域

団体との協力関係を推進できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       23,182円 支出額       23,182円 

 内訳 受取交付金 23,182円  内訳 消耗品費  19,938円 

      保険料     912円 

      食糧費    2,332円 

 
(10) 

事 業 名 里山整備事業（知行寺山登山道整備） 

事 業 目 的 

 手軽に登れる身近な場所の再発見として、知行寺山登山道整備

を公民館が企画し、知行寺山を山本町のパワースポットとし、地

域住民そして学校行事の一環として教育現場に取り入れて貰うた

め支援する。 

事 業 内 容 

 財田大野地区民話のひとつに、大野小学校創立百年誌の記念ア

ルバムにも記載され、又、平成 28 年９月 24 日付け四国新聞かが

わの「都市伝説」として紹介され金のニワトリが住んでいると言

われている知行寺山。 

里山整備事業として登山道の整備を、財田大野分館を中心に、

地区社会福祉協議会、地区有志、まちづくり推進隊会員と共に進

める。 

実 施 日 時  11/19 

実 施 場 所  山本町大野地区知行地山周辺 

受 益 者  山本町民・登山愛好家 従事人数 15人 

本 事 業 の 評 価 
登山道整備に参加・協力し、地域

団体との協力関係を推進できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       6,573円 支出額       6,573円 

 内訳 受取交付金 6,573円  内訳 消耗品費  4,783円 

      保険料    624円 

   食糧費   1,166円 
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(11) 

事 業 名 広報事業（山本町暮らしの情報） 

事 業 目 的 
 山本町内の行事・ごみ収集日などを、住民に周知することを目

的とする。 

事 業 内 容 

 保育所、幼稚園、小学校、中学校の行事予定・山本町公民館、

各分館等の行事・ごみ収集日など身近な情報を把握できるカレン

ダーを毎月発行する。 

実 施 日 時 
 4/21 5/23 6/19 7/21 8/23 9/22 10/26 11/20 12/18 

1/18 2/20 3/21 

実 施 場 所  事務所・山本支所会議室 

受 益 者  山本町住民 従事人数 24人 

本 事 業 の 評 価 

一ヵ月の予定が把握でき、町内の

各種行事に参加しやすくなってい

る。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       63,360円 支出額      63,360円 

 内訳 受取交付金 63,360円  内訳 消耗品費 63,360円 

    

 

(12) 

事 業 名 広報事業（広報紙の発行） 

事 業 目 的 

 まちづくり推進隊山本へ入会してもらう動機につなげるため、

まちづくり推進隊山本の活動を地域住民に知ってもらうことを目

的とする。 

事 業 内 容 

 会員相互の親睦をはかりながら年１回発行し、NPO法人まちづく

り推進隊山本の広報資料とする。今年度は第19号の発行となる。

発行月は、1月（正月号）で、Ａ４サイズ４ページでの発行とした。 

実 施 日 時  1/1発行 

実 施 場 所  事務所・山本支所会議室 

受 益 者  山本町住民 従事人数 7人 

本 事 業 の 評 価 
推進隊山本の活動が、広く町民に

周知できている。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       95,700円 支出額       95,700円 

 内訳 受取交付金 95,700円  内訳 印刷製本費 95,700円 
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13) 

事 業 名 魅力発信事業（山本町を考える交流会） 

事 業 目 的 

推進隊山本の活動を持続可能な活動とするには、女性の参加を

増やすことが第一と考える。 
そこで、女性の目線で自由に話せる場（意見交換会）や交流イベ

ントを、山本町の魅力を発信することを目的に企画する。 

事 業 内 容 

季節に応じた開催場所・内容を選定、テーマが多岐にわたるよ

う調整し、女性の目線で顔を合わせながら自由に話し合い、山本

町の課題解決を目指していく。 

9 月 17 日に「栗ひろいしませんか？」、11月 23 日に「みかんち

ぎりを体験しよう！」を開催した。 

また、NPO法人日和と共催で「山本まち町マルシェ」を、年間３回

実施した（5/21、12/3、3/17）。 

実 施 日 時  5/13・20・21 8/30 9/17 11/9・23 12/2・3 3/16・17 

実 施 場 所  NPO法人日和・神田栗畑・河内みかん畑 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 110人 

本 事 業 の 評 価 

年間通してイベントとマルシェを

開催し、町民に推進隊の活動をア

ピールできた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       73,796円 支出額       73,796円 

 内訳 受取交付金 24,996円  内訳 印刷製本費 20,900円 

    受取負担金 48,800円     消耗品費  15,550円 

      保険料   21,740円 

     通信運搬費  1,940円 

     諸謝金   12,500円 

      食糧費    1,166円 

 
(14) 

事 業 名 魅力発信事業（やまもとICTサークル）  

事 業 目 的 

「情報発信の魅力」と「問題解決の楽しさ」を主目標とする。

まちの魅力発見とともに、風景や伝承をデータとして残していく。 

スマートフォン・タブレットに慣れ、地域ICT活用のきっかけと

する。 

ICTを活用した世代間交流の大切さを伝える。地域児童と会員の

交流機会を持つ。 

事 業 内 容 
「プログラミング教室2023 ロボットを動かそう！」を実施し、

地域課題をICTで解決する取り組みにつなげた。 

実 施 日 時  8/8 

実 施 場 所  山本支所２階大会議 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 13人 

本 事 業 の 評 価 

夏休み企画として、家族でロボッ

トに触れることで、ICT活用のきっ

かけ作りの場を提供できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       21,450円 支出額      21,450円 

 内訳 受取交付金 18,950円  内訳 消耗品費 21,450円 

    受取負担金  2,500円   
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(15) 

事 業 名 魅力発信事業（竹林クラブ） 

事 業 目 的 

「放置竹林という空間を、魅力あるものに変えていき、いい時

間を提案する」という活動方針の元、様々な問題を引き起こして

いる竹林との付き合い方(整備、遊び)を学び、実践をしてきたが、

竹林の整備が進み、４年目は活動拠点としての利便性と過ごしや

すい空間づくりの共存をこれまでのアイディアに沿って進め、筍

掘りや花の栽培などの「地域交流の場」と、ワークショップなど

の「学びの場」を確立するための活動をしながら、持続可能な資

金の循環を作ることを目指す。 

事 業 内 容 
筍堀りましょー！を4月に5回実施し、大人33名、小人4名が参加

した。年間通じて適宜整備を行った。 

実 施 日 時 
 4/5・7・8・12・16・22・27 5/2・10・25 6/29 7/14 8/14 

9/14・10/12 12/14 1/11・29 

実 施 場 所  神田地区 岩倉氏所有の竹林 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 135人 

本 事 業 の 評 価 
地域交流の場としてだけでなく、

竹林の魅力を発信できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       41,409円 支出額       41,409円 

 内訳 受取交付金  6,409円  内訳 消耗品費  22,141円 

    受取負担金 35,000円     食糧費    3,498円 

     保険料    2,914円 

      地代家賃  10,000円 

      通信運搬費  2,856円 

 
(16) 

事 業 名 自主防災会支援事業（防災研修会・防災講演会） 

事 業 目 的 

山本町では、自治会単位、地区単位で自主防災組織が立ち上が

り活動しているが、南海トラフ大地震発生の予想、局地的集中豪

雨の発生等を踏まえ、山本町防災組織の体制づくりを見据えなが

ら、自主防災組織の支援・平時の防災啓発活動（体験研修・防災

講演会）を行うことを目的にする。 

事 業 内 容 
防災講演会 黒川太一氏講演「備えあれば憂いなし、憂いなけ

れば備えなし」47名参加 

実 施 日 時  9/3 

実 施 場 所  山本支所２階大会議 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 49人 

本 事 業 の 評 価 

防災講演会を開催し、山本町民に

防災意識の向上を促すきっかけと

なった。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       27,200円 支出額       27,200円 

 内訳 受取交付金 27,200円  内訳 諸謝金    3,000円 

      新聞図書費 24,200円 
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(17) 

事 業 名 
危機管理事業（災害に強いまちづくり「防災訓練」「訓練用資機材貸

出」） 

事 業 目 的 
災害時に対応できる町民を増やし、また地域のリーダーとして

活動できる人材の育成を目的に開催する。 

事 業 内 容 

防災・減災に向けた防災啓発活動として、各自主防災会員と山

本町民、推進隊山本による項目別の防災訓練「水防訓練」、「消火

訓練」を実施し、自主防災会の活動を支援した。また、自主防災

会の活動を活発にするため推進隊山本が保有している訓練用資機

材の貸出しを行った。 

実 施 日 時 6/17・12/2  

実 施 場 所 山本町保健ｾﾝﾀｰ北側車庫前・財田川河川敷運動公園駐車場  

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 106人 

本 事 業 の 評 価 
町民の防災意識の向上と、自主防

災会の活動支援が出来た。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       61,539円 支出額       61,539円 

 内訳 受取交付金 61,539円  内訳 消耗品費  47,158円 

      食糧費    4,664円 

      保険料    9,717円 

    

 

(18) 

事 業 名 危機管理事業（応急救護所設置） 

事 業 目 的 

超高齢化社会の現在において、推進隊山本の活動参加者も、必

然的に高齢者となっている。推進隊山本が主催、共催する活動時

においても不測の事態発生時に適格な判断と適切な対応が求めら

れる。そこで、住民が安心して活動参加でき、推進隊山本のリス

ク管理に寄与する目的で実施する。 

事 業 内 容 
事業実施時に、応急救護所を設置して緊急対応を行う。AEDの

パット・バッテリーパックを交換した。 

実 施 日 時  4/8・12・16・22・27 5/21 6/11 9/17・23・24  

実 施 場 所  竹林・NPO法人日和・細川農園・栗畑・宝山湖 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 10人 

本 事 業 の 評 価 
災害時に向けて、訓練を行うため、

必要な備品として整備できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       61,380円 支出額       61,380円 

 内訳 受取交付金 61,380円  内訳 消耗品費  61,380円 
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(19) 

事 業 名 人材育成事業（活動参加仕組み作り） 

事 業 目 的 

まちづくり活動に参加し易い環境を整え、各会員が継続して活

動に参加できるような仕組み作りのシステム化を目的とする。会

員相互の一体感を強める効果と、活動を楽しみながら参加できる

システムを目指す。 

事 業 内 容 

昨年度より、さらなる会員参加を促すため、記念品の交換額を

引き上げた。引き続き会員への周知を行い、活動参加を促す。今

年度のポイント達成者は57名分だった。 

実 施 日 時  令和5年4月～令和6年3月 

実 施 場 所  山本町 

受 益 者  会員 従事人数 762人 

本 事 業 の 評 価 

記念品の交換額を引き上げた結

果、活動参加者も増え、マルシェ

等の運営もスムーズにできるな

ど、活動参加者が増える仕組みを

提供できている。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       462,920円 支出額      462,920円 

 内訳 受取交付金 462,920円  内訳 諸謝金  455,000円 

      消耗品費  7,920円 

 

(20) 

事 業 名 人材育成事業（プチボラ人材派遣活動）          

事 業 目 的 

会員の豊富な経験（特技・能力・専門知識等）を今後のまちづ

くり活動に活かし、推進隊山本の活動をレベルアップするために

「人材バンク」を創設。会員の豊富な経験を生かし、推進隊山本

として社会貢献できるシステムを構築する。事業内容を情報発信

し、他の団体に利用してもらう。 

事 業 内 容 
ウォーキングイベントの救護員2回（派遣１回に対し3,000円の

商品券を支給する。）。 

実 施 日 時  4/1・9/23 

実 施 場 所  山本町河川敷グランド 

受 益 者  会員 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 

参加者への緊急対応が可能にな

り、安心してイベント活動ができ

るよう支援することができた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       6,000円 支出額       6,000円 

 内訳 受取交付金 6,000円  内訳 諸謝金   6,000円 
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(21) 

事 業 名 高齢者生活サポート事業（元気会送迎支援活動）      

事 業 目 的 

高齢者が住み慣れた地域で、健康を維持し生きがいを見つけて

生涯現役として活動できるように、思いやりのある「明るいまち

づくり」を推進を目的とする。 

事 業 内 容 

事業内容は交通弱者支援を目的に、各地区で開催される元気会

に参加したくても移動手段がなく参加できない高齢者にタクシー

による移動手段（乗合・往復）を支援する。 

登録制：事前に登録 

・費用：自己負担あり（往復300円を徴収し、差額を支援） 

・運営協力：本山タクシー(株) 

実 施 日 時  4/4 5/9 6/13 9/12 10/11 11/14 12/12 2/8 3/26 

実 施 場 所  神田定住センター 

受 益 者  山本町住民 従事人数 40人 

本 事 業 の 評 価 

交通手段がない参加希望者に、元

気会参加を支援することで、高齢

者の生きがい作りに寄与できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       35,010円 支出額       35,010円 

 内訳受取交付金  35,010円  内訳 業務委託費 35,010円 

    

 

(22) 

事 業 名 高齢者生活サポート事業（おれんじドア「結」開催） 

事 業 目 的 

認知症の高齢者の数は増え続け、全ての団塊世代が後期高齢者

になる 2025 年（R７年）には約 700 万人以上になると見込まれて

いる（高齢者の５人に 1人は認知症患者と予備軍）。 
そこで、町内の認知症に不安のある方たちの受け皿として、オ

レンジカフェ「おれんじドア「結」」を開設し、認知症になったと

しても安心して生活できるような共生社会の実現を目指す。 

事 業 内 容 

三豊市認知症カフェ事業を受託し、月 1 回活動した（6 月は 2

回）。 

講師は橋本病院に依頼し、都合が悪い場合は三豊市介護保険課

に相談した。 

実 施 日 時 
 4/19 5/26 6/13・21 7/18 8/16 9/20 10/19 11/24 

 12/20 1/17 2/21 3/20 

実 施 場 所 
 山本町老人ふれあいプラザ・西上自治会場・神田分館・辻分館 

河内婦人の家・神田土井集会場・池の向公民館・山本支所会議室 

受 益 者  山本町住民、会員 従事人数 302人 

本 事 業 の 評 価 

オレンジカフェ実施を通して、地

域の病院とつながりが出来、利用

者も少しずつ増えている。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       118,300円 支出額        118,300円 

 内訳   内訳 消耗品費  28,449円 

    受取負担金  24,300円     賄材料費  30,686円 

    受託事業収益 52,000円     食糧費    6,478円 

    〃 （未収金 42,000円）     諸謝金   30,000円 

          (利益)   22,687円 
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(23) 

事 業 名 健康推進事業（健康寿命の延伸）  

事 業 目 的 
住民の健康寿命延伸のため、年間通して、下記項目の内容でミ

ニ対話・運動を行う。 

事 業 内 容 

１．ストレス解消、リラックス法 

心と体のメンタルトレーニング（イメージトレーニング法） 

２．リンパ健康法、セルフリンパ体操 

３．健身呼吸法、心の癒し座禅 

４．便秘解消法（食事から経穴マッサージ法） 

５．肩こり、腰痛解消法（運動療法、経穴法） 

６．視力回復、脳活性化法（経穴、メンタルイメトレ） 

７．手・足・耳の経穴マッサージ法 

８．足腰強化法（運動療法） 

９．歩き方健康法（１０歩歩き） 

１０．痩身法（食事法から運動療法） 

講師はワンネス総合研究所 近井昭博氏。 

1回につき参加費500円を収受する。 

実 施 日 時 
4/12・26 5/10・24 6/14・28 7/12・26 8/9・23 9/13・27 

10/11・25 11/8・22 12/13・27 1/10・24 2/28 3/13・27 

実 施 場 所  農村環境改善センター2階和室 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 167人 

本 事 業 の 評 価 
年間実施したが、参加者数が増え

なかった。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       199,590円 支出額      199,590円 

 内訳 受取交付金 127,590円  内訳 諸謝金  195,500円 

    受取負担金  72,000円     保険料   4,090円 

 

(24)  

事 業 名 魅力あふれる地域づくり事業（市民活動サポート事業） 

事 業 目 的 

貸し出し用として保管している様々な備品を充実させたり、修

理等保守・在庫管理を適切に行うことで、現状実施されている活

動がさらに活発化することを目指す。新規活動の問合わせがあっ

た時は、前向きに検討し、市民活動のすそ野を広げる一端を担う。 

事 業 内 容 

グランドゴルフ、ペタンクなどの活動に必要な用具・備品を整

備し、保管および貸出しを行った。状況に応じて、用具・備品を

修理・補充をした。 

実 施 日 時  令和５年４月～６年３月 

実 施 場 所  山本支所 

受 益 者  山本町住民 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 

町民の交流行事に、その都度、必

要数の備品を貸し出すことで、地

域の行事をサポートできた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       13,860円 支出額      13,860円 

 内訳 受取交付金 13,860円  内訳 消耗品費 13,860円 
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（25） 移譲業務 

事 業 名 公共施設管理 

事 業 目 的 
公共施設内の消耗品等の補充業務と、農林水産課・健康課と連

携し軽微な修繕を行う。 

事 業 内 容 
山本町保健センター・山本町農村環境改善センター・山本町老

人ふれあいプラザの３施設が対象。 

実 施 日 時  令和５年４月～６年３月 

実 施 場 所 
 山本町保健センター・老人ふれあいプラザ・山本町農村環境改

善センター 

受 益 者   従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 
年間通して消耗品の補充等をし、

利用者が快適に利用できている。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       104,231円 支出額      104,231円 

 内訳 受取交付金 104,231円  内訳 消耗品費 104,231円 

    

 
（26） 移譲業務 

事 業 名 交通安全 

事 業 目 的 
交通安全週間中、山本町内の交差点で交通安全キャンペーン活

動を支援する。 

事 業 内 容 

キャンペーン活動実施時に、のぼり旗を持参し活動の支援をす

る。 

使用用具を指定場所にて保管。 

実 施 日 時  7/5、9/29 

実 施 場 所  長瀬交差点・山本支所前交差点 

受 益 者  山本町住民他 従事人数 50人 

本 事 業 の 評 価 

キャンペーン実施時に活動支援を

行い、交通事故防止の一助となっ

ている。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       2,332円 支出額      2,332円 

 内訳 受取交付金 2,332円  内訳 食糧費  2,332円 

    

 
（27） 移譲業務 

事 業 名 三豊市自治会連合会山本支部事務局 

事 業 目 的 三豊市自治会連合会山本支部事務局を担当する。 

事 業 内 容 
総会・役員会の開催、助成金の支払い、防犯灯の受付業務、広

報送付作業と管理、その他を移譲業務として担当する。 

実 施 日 時  令和５年４月～６年３月 

実 施 場 所  山本支所1階会議室・2階大会議室 

受 益 者  山本町住民 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 

自治会連合会山本支部の年間活動

を、年間通してスムーズに運営で

きた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額       300,000円 支出額       300,000円 

 内訳 受取交付金 300,000円  内訳 支払助成金 300,000円 

    



１７ 

 

 
（28） 移譲業務 

事 業 名 三豊市地区衛生組織連合会山本支部事務局 

事 業 目 的 三豊市地区衛生組織連合会山本支部の事務局を担当する。 

事 業 内 容 支部事業等（役員会・総会・その他事業）を推進する。 

実 施 日 時  令和５年４月～６年３月 

実 施 場 所  山本支所会議室 

受 益 者   従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 
地区衛生組織山本支部事業を、年

間通してスムーズに推進できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 

収入額         ―円 支出額         ―円 

 内訳  内訳 

※三豊市地区衛生組織連合会山本支部（別会計）として事業を

実施 

 
（29） 移譲業務 

事 業 名 その他の移譲業務 

事 業 目 的 その他の移譲業務について事務局を担当する。 

事 業 内 容 
グリーンパトロールの窓口業務、イベント用品貸出しに関する

受付業務他 

実 施 日 時  令和５年４月～６年３月 

実 施 場 所  山本町内 

受 益 者  山本町住民 従事人数 2人 

本 事 業 の 評 価 

グリーンパトロールの窓口業務

や、用品貸し出し業務を、年間通

してスムーズに実行できた。 

次年度以降の

実施予定 

 

継続・廃止 

決 算 額 
収入額         ―円 支出額         ―円 
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３ 総会、代議員会、理事会等の開催状況 

会 議 名 特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本通常総会 

開 催 日 時  令和5年 4月24日 19時～ 20時 出席状況 
 18人 

（委任状42人） 

審 議 及 び

議 決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 令和4年度事業報告・決算報告について 

第3号議案 令和5年度事業計画（案）・収支予算（案）について 

第4号議案 役員の報酬及び費用弁償に関する規程について 

第5号議案 役員選任について 

 

会 議 名 第１回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和5年 4月11日 19時～20時15分 出席状況 理事  9人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 令和4年度事業報告及び収支決算について 

第3号議案 令和5年度事業計画（案）及び予算（案）について 

第4号議案 役員について 

 

会 議 名 第2回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和5年 6月26日 19時～20時 出席状況 

 理事  7人 

(委任状1通) 

監事  1人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 令和6年度事業計画（案）作成について 

第4号議案 デジタルリテラシー向上事業について 

第5号議案 元気会送迎支援について 

 

会 議 名 第3回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和5年 9月28日 19時～20時15分 出席状況 

理事  8人

(委任状2通) 

監事  1人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 理事長会の報告について 

第3号議案 第一四半期会計報告について 

第4号議案 令和6年度事業計画（案）作成について 



１９ 

 

会 議 名 第4回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和5年 11月21日 19時～20時30分 出席状況 
理事  9人 

監事 1人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 第二四半期会計報告について 

第4号議案 広報誌第19号発行について 

第5号議案 令和6年度活動計画（案）作成ついて 

第6号議案 まちづくり推進隊の今後について 

第7号議案 令和5年度事業計画変更について 

 

会 議 名 第5回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和6年 1月30日 19時～20時00分 出席状況 

理事  8人 

(委任状1通) 

監事  1人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 第3四半期会計報告について 

第4号議案 まちづくり推進隊の今後について 

 

会 議 名 第6回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和6年 3月18日 19時～20時45分 出席状況 理事  8人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 令和5年度事業報告、予算（案）について 

第4号議案 令和6年度事業計画、予算案について 

地域内分権推進交付金の予算について 

認知症カフェ事業実施申請書について 

 

会 議 名 第７回特定非営利活動法人まちづくり推進隊山本理事会 

開 催 日 時 令和6年 3月29日 19時～21時00分 出席状況 理事   8人 

審 議 及 び議

決 内 容 

第1号議案 議事録署名人の選任について 

第2号議案 活動結果報告について 

第3号議案 令和5年度事業報告・会計報告について 

第4号議案 令和5年度事業計画、予算案について 




































